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クルーズ・シンポジウム in 大阪 

「世界・アジアのクルーズの魅力を探る」 
～飛躍的な成長をみせるアジアのクルーズマーケット～ 

の実施について 
 
 

 

 

 

○大阪港クルーズ客船誘致推進会議（事務局＝大阪商工会議所、大阪市）は、３月２６日（火）

に大阪商工会議所で、「クルーズ・シンポジウム in 大阪『世界・アジアのクルーズの魅力を

探る』」を開催する。 
 

○近年、世界でクルーズ市場が急拡大している。同シンポジウムでは、最新のクルーズ事情や

寄港地における経済効果、クルーズの魅力を広く知ってもらうことで、日本におけるクルー

ズ市場の成長促進を目指す目的。 
 

○シンポジウムは二部構成。第一部では、アジアのクルーズマーケットのけん引役となってい

る「プリンセス・クルーズ」「ロイヤル・カリビアン・インターナショナル」「コスタクルー

ズ」「ホーランド・アメリカ・ライン」等の多種多様なクルーズを紹介する。 
 

○第二部では、世界・アジアのクルーズ事情、日本の課題や観光に与える影響、関西における

クルーズ需要の拡大のための方策等について議論する。 
 

○また、会場ロビーには情報コーナーを設け、ポスター展示や船会社・旅行会社のパンフレッ

ト配布を行う。 

  

■日 時：平成２５年３月２６日（火）１４：３０～１７：３０ 

■場 所：大阪商工会議所 ７階 国際会議ホール 

■参加費：無料 

■定 員：３００名（申込先着順） 

以 上 

＜添付資料＞ 

○クルーズ・シンポジウム in 大阪「世界・アジアのクルーズの魅力を探る」案内状 

【お問合先】大阪商工会議所 地域振興部（川端・本） 
ＴＥＬ：０６－６９４４－６３２３ 

 

 



 

 
クルーズ・シンポジウム in 大阪 

「世界・アジアのクルーズの魅力を探る」 
～飛躍的な成長をみせるアジアのクルーズマーケット～ 

 

 主催：大阪港クルーズ客船誘致推進会議（事務局：大阪商工会議所 大阪市） 

共催：関西クルーズ振興協議会  後援：五港物語（高松港、高知港、境港、別府港、大阪港） 

協力：㈱オーバーシーズトラベル ㈱カ－ニバル・ジャパン ㈱ミキ・ツーリスト 

    大阪港クルーズ客船母港化研究会 

 
近年、クルーズは客船の大型化、近代化が進み、欧米はもちろん、中国、

インドをはじめとするアジアで急成長を続けております。こうしたクルーズ
客船の寄港地には経済効果と港のにぎわいがもたらされています。 
このような世界のクルーズ事情やクルーズの魅力を広く知っていただく

ためシンポジウムを開催いたします。第一部では、アジアのクルーズマーケ

ットのけん引役となっている「プリンセス・クルーズ」「ロイヤル・カリビ

アン・インターナショナル」「コスタクルーズ」「ホーランド・アメリカ・ラ

イン」等の多種多様なクルーズを紹介します。第二部では、クルーズに関する第一人者をお招きし、

世界・アジアのクルーズ事情、日本の観光に与える影響、関西におけるクルーズ需要の拡大のため

の方策等について議論いたします。多数の皆様のご参加をお待ちしております。 
※会場ロビーにおいて午後２時～６時の間、クルーズの魅力を紹介する情報コーナーを設け、 
 ポスター展示（関西クルーズ振興協議会）や、船会社・旅行会社のパンフレット配布を行います。 

≪開催概要≫ 

日  時 ２０１３年３月２６日(火)午後２時３０分～５時３０分 (受付開始２時～) 

会  場 

大阪商工会議所 ７階 国際会議ホール（大阪市中央区本町橋２－８） 

地下鉄堺筋線・堺筋本町駅より徒歩 7分 

地下鉄谷町線・谷町 4丁目駅より徒歩 7分 

参 加 費 無 料 

定 員 ３００名（要申込。先着順で締め切らせていただきます。） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

14:30 

14:35 

 

 

 

 

 

 

15:35 

15:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

17:30 

＜開会挨拶＞ 大阪市港湾局 港湾局長 丸岡 宏次 

＜第一部・プレゼンテーション＞ 

「クルーズの魅力について」 

児島 得正 氏 株式会社カーニバル・ジャパン 営業部長  

加藤  亨 氏 株式会社ミキ・ツーリスト 

クルーズカンパニー大阪 アシスタント・マネージャー 

久野 健吾 氏 株式会社オーバーシーズトラベル 

クルーズ課 ジェネラルマネージャー  

～休憩～ 

＜第二部・パネルディスカッション ＞ 

「世界、アジアのクルーズ事情について」 

【コーディネーター】 

池田 良穂 氏 大阪府立大学 工学部長・工学研究科長 

【パネリスト】  

上村 博英 氏 株式会社ミキ・ツーリスト 元取締役 

深川 三郎 氏 観光政策研究所 代表 

石野  卓 氏 日本クルーズ客船株式会社 取締役 海務部長 

荒木 辰道 氏 スタークルーズ日本オフィス（ノルウェージャン 
クルーズライン東京オフィス）代表 

お問合せ 
大阪商工会議所 地域振興部 川端・本（もと） 
TEL（06）6944-6323、ＦＡＸ(06)6944-6330、E-mail:chishin@osaka.cci.or.jp 



申込方法 

以下のいずれかの方法でお申し込みください。 
(1）下部の参加申込書に必要事項を記入し、ＦＡＸにて送信する。 
(2) ホームページから申し込む。http://www.osaka.cci.or.jp/tourism/detail.php3?eid=2062  

※なお参加証等は発行いたしませんので、当日直接会場にお越しください。 
  定員を超え、お断りする場合のみ担当よりご連絡いたします。 

  

≪コーディネーター・パネリストご経歴≫ 
＜コーディネーター 池田 良穂（いけだ・よしほ）氏＞ 

1950年北海道美唄生まれ。大阪府大工学部船舶工学科入学。1995年大学院工学研究科海洋シ
ステム分野教授、2011 年から現職。日本クルーズ＆フェリー学会会長、雑誌「船と港」編集
長。The World Ship Society（英国）、日本船舶海洋工学会、日本海事史学会、日本航海学会
などの会員として活躍。今年度、大阪港客船母港化研究会座長を務めた。「図解・船の科学」
（講談社）、「なんでもフェリーＱ＆Ａ」（海事プレス社）など著書多数。 
 

＜パネリスト 上村 博英（かみむら・ひろひで）氏＞ 

1999年、ロイヤル・カリビアン・クルーズ・リミテッドの日本総代理店、株式会社ミキ・ツ
ーリストの販売責任者に就任。以後、ボイジャー・オブ・ザ・シーズ（137,276 トン）を皮
切りに、オアシス・オブ・ザ・シーズ（225,182 トン）など世界最大客船シリーズを、日本
市場に紹介。また、レジェンド・オブ・ザ・シーズ（69,130トン）を日本市場に投入し、日
本客船史上初めて、複数回数の大型外国船による横浜発着クルーズを成功裡に収めた。 

 

＜パネリスト 深川 三郎（ふかがわ・さぶろう）氏＞ 

1973年日本交通公社（ＪＴＢ）入社、取締役営業部長、常務執行役員沖縄事業政策推進本部
長等を経て 2012年ＪＴＢ退職、サン企画㈱観光政策研究所を設立し観光関連コンサルタント
に従事。日本外航客船協会客船振興委員長、沖縄県本部港観光振興協議会委員、日本海拠点
港の形成に関する検討委員会委員、日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）国内旅行委員会・外国人旅
行委員会副委員長など歴任。クルーズアドバイサー制度の普及に尽力してきた。 

 

＜パネリスト 石野 卓（いしの・たかし）氏＞ 

1951年大阪生まれ。祖父母が淡路島に出身で、子供の頃、夏休みには必ず大阪港天保山や神
戸メリケン埠頭から船で淡路島へ渡った。そんな経験がやがて人生を方向づけた。1973 年東
京商船大（現東京海洋大）航海科卒業。1974 年東京タンカー入社し、10 万トン～50 万トン
のタンカーに乗り組む。1990 年日本クルーズ客船入社。1996年ぱしふぃっくびいなす、おり
えんとびいなすの船長として乗船。2002年海務部次長、2012年現職に就任。 
 

＜パネリスト 荒木 辰道（あらき・たつみち）氏＞ 

日本のセールス＆マーケティング活動を統括。2001 年、福岡支店のセールスマネージャーと
してスタークルーズに入社後、2001 年 11 月には日本代表に就任し、これまで日本マーケッ
トにおいてフリースタイル・クルージングを提唱しながら販売活動に従事。スタークルーズ
入社前はアメリカ合衆国、Kintetsu Internationalロサンゼルス支店で、セールスマネージ
ャーとしてアウトバウンドセールスを担当。旅行業のキャリアは 20年以上に及ぶ。 
 

ＦＡＸ ：（０６）６９４４－６３３０       大阪商工会議所 地域振興部（川端・本）行 
クルーズ・シンポジウムｉｎ大阪（２０１３／３／２６）参加申込書 

 

貴社・団体名 
                                 

 

所在地 
〒    - 
 

参加者氏名 
 
 

所属･役職名  

ＴＥＬ -     - ＦＡＸ -     - 

E-mail  

同行者① 
氏名 

 
 

所属･役職名  

同行者② 
氏名 

 所属･役職名  

※ご記入頂いた情報は、大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用するのをはじめ、講師には参加者
名簿として配布します。 

※４名以上でお申込みの場合は、本状をコピーしてご活用下さい。 
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